
確定申告の準備をしましょう
◇2月16日（月）から確定申告が始まります◇

内容によっては、税務署での申告が必要になります。

税務課町民税係　【☎028(677)6013】

◆原則、税務署での申告になるもの◆

◆注意◆
申告相談の日程などについては、２月号の広報はがでお知らせします。

個人あてには通知を郵送しませんのでご了承ください。

社会保険料（国民年金保険料）控除を受ける場合は控除証明書が必要です
　日本年金機構から送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の詳細や再発行につい

ては、控除証明書専用ダイヤルへお問い合わせください。

■受付期間／３月１６日（月）まで ※土・日・祝、１月１日～３日は除く（ただし、第２土曜日のみ受付します）

■受付時間／月～金９：００～１９：００、第２土曜日９：００～１７：００

■控除証明書専用ダイヤル／一般の固定電話・携帯電話から【☎ 0570(058)555】

　　　　　　　　　　　　ＩＰ電話などから　　　　　　【☎ 03(6700)1144】

 公的年金等受給者に係る確定申告不要制度
　平成２３年分以後の各年分において、公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下であり、かつ、

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である場合には、所得税の確定申告は必要あ

りません。

※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。また、所得

税の還付を受ける場合や、確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失の繰越控除

など）の適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。

真岡税務署個人課税部門 【☎0285(82)2116】
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▲ＬＲＴ整備後のイメージ

ＬＲＴ整備事業報告　第３弾
企画課企画財政係【☎ 028(677)6012】

　宇都宮市と共同で進めているＬＲＴ（次世代型路面電車システ

ム）の整備事業についてお知らせします。

　今回説明する内容は、昨年の広報はが１０月号および７月から

９月に実施した地区座談会における説明資料などからの抜粋です。

①芳賀工業団地・芳賀高根沢工業団地の利便性および魅力の向上

　　新たな通勤手段を確保し、工業団地へのアクセスが便利になります。さらに、企業の価値を高め、長期的に安

定した税収を確保できるようになります。

②輸送能力の向上

　　ＬＲＴを中心とした新たな公共交通ネットワーク網により、交通手段の選択肢が拡大します。そして、既存の道

路交通と合わせ輸送能力が２倍以上になり、渋滞緩和につながります。

③新しい街づくりの基盤

　　トランジットセンター（停留場）と路線バス、デマンド交通などと連結します。これにより、高齢者や交通弱者

の交通手段を確保し、通勤や通学、通院などの利便性が向上します。さらに、定住促進による人口減少対策、二

酸化炭素削減による環境負荷を軽減することができます。

※町内２つの工業団地から得られる町税は、町税全体の６割から７割で、平成２５年度の決算では２５億５千万

円です。そのため、今回の計画では、芳賀高根沢工業団地までのルートを整備します。

　芳賀町内の導入ルートは、宇都宮テクノポリスから本田技術研究所北門までの約３キロメートルです。４つ

の停留場を設ける方針で関係機関と協議しています。また、料金や運行時間は、表の案で検討しています。

　現在の宇都宮市との整備計画では、軌道部分の整備に約４６億円、車両や車両基地の共通設備負担金４億か

ら２４億の事業費がかかることが想定されています。芳賀町分の負担は、１２億円から１８億円になる見込みです。

　事業費用は、国からの補助金が半分、残りの半分を地元が負担しますが、県に支援の要望をしているところ

です。芳賀町は負担分を借り入れる予定で、返済期間は２０年間、１年間の返済額は６,０００万円から９，０００万

円と予想しています。
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料金と運行時間（ＪＲ宇都宮東口から芳賀町内の停留場まで）
時  間停留場名 料  金 普通 快速

⑯芳賀台 ３５０円 ３６分 ２８分
⑰管理センター前 ４００円 ３８分 ―
⑱かしの森公園 ４００円 ４１分 ―
⑲本田技術研究所北門 ４００円 ４３分 ３２分
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